
第１回

刈谷市生活支援・介護予防

体制整備推進協議会

刈谷市役所長寿課

令和７年度
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１ 推進協議会長の互選について

３ 短期集中予防サービス（モデル実施）について

２ ちょこっとささえあい事業の進捗について

４ 高齢者の通いの場マップについて
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《センター名》

ちょこっとささえあいセンター

《場所》

刈谷市民交流センター１階
（刈谷市役所の向かいにある建物）

令和６年度にオープン

三河弁で
「少し」の意味

「支え合い」
の意味

日々の「少し」の「支え合い」で
高齢者の生活を支えることを表現
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《受付日時》

火～土曜日 午前９時から午後５時まで
休み：日・月曜日（祝日の場合はその翌日も）、年末年始、

祝日（土曜日が祝日の場合は営業日）

２ ちょこっとささえあい事業の進捗について



①簡単な掃除 ②買い物 ③調理 ④ごみ出し ⑤簡単な縫い物 ⑥電球、電池交換 ⑦家具の移動 ⑧花、植木の水やり

⑨話し相手 ⑩通院、買い物等の外出付き添い ⑪簡単な家具の補修 ⑫狭い範囲の草取り ⑬簡単な剪定 ⑭その他

困りごとの依頼内容例

6

市内２３地区の
うち１２地区
より募集

市内・市外
問わず募集

２ ちょこっとささえあい事業の進捗について
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センターは利用者のできることを確認して、支援に入るとき
に可能な範囲で利用者自身が行うことを意識しています
⇒全てを支援してしまうと活動量の低下を招くが
一緒に行うことで防ぐ

２ ちょこっとささえあい事業の進捗について

お手伝いの状況



豊明市 刈谷市

センター名 おたがいさまセンター ちゃっと ちょこっとささえあいセンター

場所 豊明市共生交流プラザカラット 刈谷市民交流センター

受託者 協働事業（南医療生協病院 他2者） NPO法人ラルあゆみ

開始時期 平成29年11月 令和6年6月

事業内容 ・サポーター講座の企画、・サポーター・利用者の登録、・サポーター・利用者のマッチング、
・サポーター同士の交流会の実施 など

活動地域 市内全域 市内23地区のうち12地区

活動地域の人口 68,727 人（H30.3当時） 109,619 人（R6.1当時の12地区の人口）

サポーター登録数 107 人（H30.3当時） 144 人（R7.3）⇒ 232 人（R7.6.18現在）

利用者登録数 37 人（H30.3当時） 53 人（R7.3）⇒ 96 人（R7.6.18現在）

サポート数 135 回（H30.3当時） 483 回（R6.7～R7.6.18）
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ちょこっとささえあいの取り組みは、他市で既に実施しており、先進事例として豊明市が挙げられます。
南医療生協病院が行う「おたがいさま運動（無償の支え合い活動）」に豊明市が注目したことがきっかけと
なり、事業化し、豊明市全域に広がる活動となりました。

２ ちょこっとささえあい事業の進捗について



9

２ ちょこっとささえあい事業の進捗について
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斜線あり：利用者募集地区
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２ ちょこっとささえあい事業の進捗について
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時期 内容

R6

6月1日 センター開設 一ツ木、刈谷西部、小垣江地区で実施（地区２３箇所のうち３箇所で実施）

12月1日 西境、高津波、野田地区に拡大（地区２３箇所のうち６箇所で実施）

R7

5月1日 東境、今川、小山、元刈谷、半城土、東刈谷地区に拡大（地区２３箇所のうち１２箇所で実施）

計画 地区２３箇所全域で実施を目指す

R8
以降

ー

利用者に対して
・今後、高齢者のみ世帯は増加、介護を必要とする人も増加していく。一方で、生産年齢人口
減少に伴い介護人材不足に陥り、ちょこっとささえあいの利用者は増えていくことが想定される。

サポーターに対して
・地域で活動する高齢者が所属する団体を中心に住民サポーターの獲得を進めながら、
企業・介護従事者・学生などに向けて周知を図っていく。

２ ちょこっとささえあい事業の進捗について

時期 サポーター獲得に向けた動き 世帯や人数

３月 ★拡大地区チラシを配布 約 25,000 世帯

４月 ★市民だよりに掲載 約 62,800 世帯

４月 ★６箇所の地区にある高齢者が参加する団体を訪問してＰＲ 72 団体 延べ848 名

４，５月 ちょこっとささえあい説明会 計３５回 実施
計 130 名が出席
計  77 名が登録
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３ 短期集中予防サービス（モデル実施）について
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デイ・ヘルパーサービス事業額
（事業対象者～要支援認定者）

介護給付額（要介護認定者）

要支援・介護認定率

高齢化率

サービス利用者・給付額の上昇率が
高齢化率の上昇率を大きく上回っている



これからは、プレフレイル・フレイルになってしまった方をしっかりと

改善させる仕組みを構築していく必要がある！！

「できないからしてあげる」支援は要介護状態へ・・・

改 善 or 悪 化
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事業対象者・要支援認定者

３ 短期集中予防サービス（モデル実施）について



・ ３か月間（計１２回）、リハビリテー
ション専門職が中心となり、面談を
通じて、自信や意欲を引き出し、生
活課題の改善や健康維持に必要な
助言等を行うことで、リエイブルメン
ト（再自立）を図り、セルフマネジメン
ト力の向上を目指す。

資料：相模原市HP
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相模原市では、リエイブルメントサービスの導入により利用者の７２％ 
（令和４年度実績）が、介護サービスを利用せず、再びいきいきと生活ができる
ようになっている。

令和６年度に相模原市で行っているリエイブルメントサービスを視察

・
・
・

３ 短期集中予防サービス（モデル実施）について



16刈谷市リエイブルメントチラシ表

３ 短期集中予防サービス（モデル実施）について



17刈谷市リエイブルメントチラシ裏

３ 短期集中予防サービス（モデル実施）について
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３ 短期集中予防サービス（モデル実施）について

場所：４カ所の介護支援事業所

従事者：理学療法士・作業療法士、歯科衛生士、管理栄養士

利用対象： ①事業対象者、②要支援１、③要支援２のどれかに該当し、
 デイサービスやヘルプサービスを利用していない方を
各包括支援センターより１～２名紹介。計１１名が利用。

期間：３か月間

面談の様子 自宅で行う運動の指導
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４ 高齢者の通いの場マップについて

高齢者の趣味、興味のあることに各種活動を結び付け、社会参加・介護予防
のきっかけとなることを目的に生活支援コーディネーターが、地域資源（高齢
者の活動の場）の把握をR5年度よりスタート。

普段の生活に自分の好きなこと、やりたいことを一週間のスケジュールに！

午前

午後

スーパー
で買物

卓球サークル

老人クラブの
グラウンド
ゴルフ

自宅を掃除

吹き矢
サークル

脳トレ・
軽運動
サロン

太極拳
サークル

ドラッグ
ストアで
買物

妻と公園を
散歩

【例】ある高齢者の一週間
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サロン・・・ ７５箇所

スポーツクラブ・・・ ４７箇所

いきいきクラブ・・・ １４３箇所
（老人クラブ）

グループ・サークル・・・ ７３箇所

高齢者の通いの場 把握状況

計 ３３８箇所２８箇所
※R5年度末 ※R7年6月

４ 高齢者の通いの場マップについて
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他のグループの活動と予約が重なり、会場の予約が難しい

サロンで課題が・・・

活動日を増やしたいが、既に市民館の利用予約が入っていて、
場所の確保が難しい

今後も高齢者の活動が継続できるように運動、口腔、栄養
の意識を高める機会があるといい

●サロンの代表者からこんな声が

●市の思うこと

４ 高齢者の通いの場マップについて
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市が管理する施設以外の場所の確保がカギとなる

民間企業が管理する施設を活用している事例

★ ビルの会議室
★ 葬儀場
★ 企業の会議室
★ 企業の体育館

Ｑ．委員の皆様にお聞きします。
皆様が知っていたり、所属するところで市民の
方が利用できる会議室やグラウンド、体育館な
どはありますか？

市から活動団体に対して、場所の利用料の
補助を行うことが可能。
民間企業などは普段そこまで利用しない
スペースの有効活用・地域貢献につながる。

４ 高齢者の通いの場マップについて
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